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シンナでは桂庵に Ga-67の集積があり,ABCでは多

核巨細胞がふIL)れた.また,経過や.腫癖が急速に瞳大

してきたため,未分化癌と診断 し.3月1日,甲状腺全

摘を行った.しかし,阻織像は■赦急性甲状腺炎であった.

｢考案および結論｣誤診 した原因は,各種画像は悪性所

見を呈 していたこと,炎症反応がなかったこと.甲状腺

機能克進がなかったこと等が.Li･fr-)れる.後に,手術時

の血液を検査 したところ,赤沈促進.甲状腺機能先進が

人r二)わたことより,当院受診が発症後比較的早期で,輿

型像を星 しなかったためと考えられる.

3)ACTH 単独欠損症 をこ慢性甲状腺炎を合併
した1例
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症例は62才女性,主婦,主訴は下痢と食欲不振.消化

器系の精査のため禁朝食とした所低血糖発作が出現.入

院時検査所見で Na128mEq･1,C194mEq:･■1のため

内分泌学的検査を施行.IRI,GH,LH.FSH,PRL,

ACrH の基礎値は正常範囲.尿中 17-OHCS0.7mg､

day,尿中 17-KS1.0mg′;-day,eortis01i.5g･dl.ACllH-

Z連続負荷試験で尿中 17.OH(二S,尿中 17-KS,cotTisol

はiE常反転 [ソスリン低血糖試験で ACm とcortisol

が低値低反応よりACTH 単独欠損症と診断.TSt124.9

IU･Lml,F-T31.59pg;.血1.FIT40.46ng.dl,TGHA･

MCHA25,600 倍より慢性甲状腺炎と診断 し,こか吊')

合併例と考えられた.主訴だけでなく,基本的な一般検

査結果の検討を忘れてはならないと考え報告した.

4)正常分娩を経験 した emptysella 合併部分
的下垂体機能低下症の 1例
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こ症例〕S39年生の女性.H2年1月,第1子出産後.

乳汁分泌はなく.噴気,徽熱など体調不良となる.H3

年12月,発熱 鳴吐,意識障害出現 し,当院入院.精査

の結果,二次性副腎不全症と診断.内分泌学的には.

ACl､H,prolactinの部分的下垂体前葉頼能低下症.画

像学的には emptysella.-イドロコ′しチゾンの補充療

法中.第2子を妊娠 し,分娩時′＼イドロコ′レナ､′ンの増

量により正常分娩が可能であた.こ考察〕emptysella

927

の下垂体機能障害としては,プロラ')キンの低下は極め

て稀である.叉 ACTH 欠指症のため分娩時,J＼イド

ロコ/Lチゾソの増畳により,母児とも合併症なく､産祷

期も順調に経過することができた.

5)視床下部過誤腫の全楠が有 功 で あ っ た 思 春

期早発症の長期経過

:i :A,::･j: て＼∴ 吊 ミ品 ､II::.:lL;･卜∴‥一一1-

視床下部過誤腫を伴う思春期早発症の治療は過誤腫が

全摘できれば有効との報告があるが.長期経過を調べた

報告はほとんどない.今回我々は長期経_過を観察 し,良

好な結果を得ている症例を経験 したので報告する.

症例は'81.6.2.満期正常分娩で出生 した女児であ

る.生後2ケ月で性器出血 し恥毛をふた.当初脂部鷹揚

が疑われ 開腹術により睦大 した卵巣の内左側を摘出さ

わたが,症状は改善 しなかった.内分泌検杏で中枢性思

春期早発症が疑われ 画像診断で視床下部過誤陣と診断

された. 1才9ケ月で開頭術により全摘された.その後

二次性徴は退縮 し.経時的な LHRHtestでは次第に

反応 しなくなったが.11才3ケ月初潮=発来,12才7ケ月

で EE14pg.ml,LHRHtestで LH は5.8から 42.7

mlu■mlに.FSH は8.5から 24.1mILT.■mlまで上昇

し.よく反応するようになった.本例のように過誤腫の

全摘後 1度退縮 した二次性教が正常な時期に再び生した

との報告は1例しかなく貴重であり,長期的にふて摘LLi:～

衝は有効であることが示唆された.
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7)副腎皮質阜発結節性過形成による ク.･′シソ

ブ症候群の 1例
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症例は64歳,女性.1993年11月11日.近医にて両側


